
小学校第４学年社会科学習指導案 

日時 平成２５年９月３０日（火） 

指導者 ４年担任 教諭 東 篤哉  

 

１ 単元名 「受けつがれてきたものには、どんな願いがあるの」 

           （日本文教出版 ３・４年下 ｐ６６～ｐ８３） 

 

２ 単元について 

（１）ねらいについて 

本単元は、学習指導要領第 3 学年及び第 4 学年の内容（５）「地域の人々

の生活について、次の事を見学、調査したり年表にまとめたりして調べ、人々

の生活の変化や人々の願い、地域の人々の生活の向上に尽くした先人の働き

や苦心を考えるようにする。」のイ「地域の人々が受け継いできた文化財や

年中行事」を受けて設定されている。 

ここでは、地域に昔から残る祭りや年中行事、建物を通して、地域の人々

が受けついできた文化財や年中行事には、地域の発展やまとまりなどへの

人々の願いが込められていることなどを学ぶ。さらに、地域に暮らす人々の

生き方に触れることもねらっている。 

人吉球磨地方には、多くの古い神社や仏閣等の歴史的建造物があり、山江

村も例外ではない。今回教材として取り上げる東浦臼太鼓踊りは、江戸初期

より地域の長男のみで伝承されてきた太鼓踊りで、源平合戦の様子を模した

ものといわれる。当初の姿をよく残した状態で伝えられているが、２０年ほ

ど前に一度伝承が途絶えた。しかし、４年前に保存会の方々の努力により復

活。例大祭や、村の行事などにおいて、定期的に披露されている。 

指導にあたっては、実際に文化財や年中行事の保存・継承に携わる人の話

を聞いたり、調べたりする活動をすることで、地域の発展を願った昔の人た

ちの思いや、今も受け継ぎ後世に伝えていこうとしている地域の方々の努力

や工夫について身近なこととしてとらえることができると考える。そして、

さらに自分たちもそのような伝統文化継承の一員であるという自覚が高まり、

地域への愛情も深まると考える。 

 

（２）児童の実態について 

 

※ 省略 

 

 

 

 



（３）指導にあたって 

○ 導入では、写真や映像、実物の衣装を提示し、児童の関心や追究意欲を

喚起したい。 
○ 「東浦臼太鼓踊り」が長い間地域住民に受け継がれてきたことを、視覚

的にとらえられるよう、巻物型年表を活用し提示する。 
○ 本単元は、人から人へ受け継がれていくものの願いや思いを知ることが

重要である。「東浦臼太鼓踊り」は２０年ほど前に一度伝承が途切れ、４

年前に再興したという歴史がある。再興に向け努力した人や、その時の思

いに視点をあて指導をすすめていきたい。 
○ 本時は、予想が「思いつき」になることがないように、資料からわかる

こと、資料から考えたことを書くようにする。その際、資料をデジタル化

し、根拠となる資料をタブレットＰＣから見られるようにし考えるように

する。 
○ 全体での伝え合いの場面では、話し合いが停滞したり堂々巡りしたりす

ることがないよう、指導者も適時話し合いに参加する。板書を活用して意

見を整理したり関連づけたりし、学び合いを可視化するように努め、児童

の考えを広げ深めていきたい。 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

  地域の人々が受けついてきた文化財や年中行事に関心をもち、古くから伝

わる文化財や年中行事の内容やいわれなどについて調べ、地域の発展やまと

まりなどへの人々の願いが込められていることを考えるようにする。    
 

４ 単元の評価規準 

社会的事象への関

心・意欲・態度 
社会的な思考・判

断・表現 
観察・資料活用の

技能 
社会的事象につい

ての知識・理解 
①村に残る昔から

の年中行事や建

①村に残る年中行

事や古い建物な

 年中行事や文化

財について、次の

①村には、昔から

伝えられた祭な

ＩＣＴ活用のポイント 

① 教師の活用 

・学習問題に対する予想を考える場面では，資料を電子黒板で提示し，児

童が資料を関連させながら学び合うことができるようにする。 

② 児童の活用 

・考えを練り上げる場面では，予想の根拠となる資料をタブレットＰＣに

映し出して，児童が「考えを共有」しながら，学びを広げ・深めること

ができるようにする。 



物などの文化財

に関心をもち、

意欲的に調べて

いる。 
②調べたことをも

とに、地域の文

化財や年中行事

に関心を深め、

地域社会に対す

る誇りをもち、

大切にするため

にどんなことが

できるかを考え

よ う と し て い

る。 

どには、人々の

どのような願い

やいわれがある

のか学習問題を

つかみ、考えて

いる。 
②地域の文化財や

年中行事に受け

継 が れ て い る

人々の願いや、

それらを受け継

ぐ人々の努力を

考え、適切な言

葉で表現してい

る。 

ことを見学したり

聞き取り調査をし

たりして具体的に

調べている。 
 
①村に残る年中行

事 
②村に残る古い建

物や施設 
 

ど の 行 事 が あ

り、地域の人々

の願いが受け継

がれていること

を 理 解 し て い

る。 
②村には、古い建

物や文化財が残

されていて、地

域の人々の願い

が受け継がれて

いることを理解

している。 
 

 

５ 指導計画および評価基準（１０時間取扱い） 

時 学習活動 指導上の留意事項 関 思 技 理 評価基準・評価方法 
１  山江村にあ

る、昔から受

け継がれてき

たものに関心

をもち、学習

計 画 を 立 て

る。 

 山江村にある昔

から受け継がれて

きた文化財や年中

行事を紹介する。 
 どうして古いも

ののままの状態で

続けようとするの

かに問題意識を向

けさせる。 

○    関心・意欲・態度 
【発言・観察】 
村に伝わる行事や

祭り、古い建物につ

いて関心をもち、学

習問題をつかみ、調

べる計画を立てる

ことができる。 

２  村に残る古

い建物や文化

財について調

べたことを発

表し合う。 

 村に残る古い建

物や文化財につい

て聞き取ったこと

を発表させ、地図に

カードをはらせる。 

  ○  技能【発言・観察・

ノート】 
村に残る古い建物

や文化財について

聞き取ったことを

発表し、地図に表す

ことができる。 
３ 「東浦臼太

鼓踊り」につ

いて調べる 
・踊りの意味 

 自作資料や映像

等を活用し、東浦臼

太鼓踊りの歴史や

踊りの特徴につい

   ○ 知識・理解 
【ノート】 
 東浦臼太鼓踊り

について調べたこ



・歴史 
・衣装等 

て調べる。 とをノートにまと

めることができる。 
４ 
 
本

時 

「どんな願

いで、どのよ

うに受け継が

れ て い る の

か」というこ

とについて予

想する。  

 ２０年ほど前に

途絶えた踊りを再

興したという歴史

にふれ、「再興しよ

うと考え保存会を

発足した人、踊りを

受け継いだ人、地域

の人の姿に着目さ

せていく。 

○    関心・意欲・態度 
【発言・観察】 

東浦臼太鼓踊り

に込められた地域

の人々の思いや願

いについて、資料を

もとに予想するこ

とができる。 

５ 
・

６ 

 保 存 会 の

方 々 と 交 流

し、自分の課

題 を 解 決 す

る。 
 
 

 「文化財や年中行

事の保存・継承に携

わる人から話を聞

く活動」をより効果

的に実施するため、

講師の人数に合わ

せ、交流する場や方

法を工夫する。 

 ○   思考・判断・表現 
【発言・観察・ノー

ト】 
 保存会の方々と

の交流を通し、自分

の課題を解決する

ことができる。 

７  保存会との

交流でわかっ

たことをまと

め、「東浦臼太

鼓踊り」がど

んな願いでど

のように受け

継がれてきた

かを考え、ま

とめる。 
 

 「東浦臼太鼓踊

り」について調べた

ことをもとに、学習

問題「どんな願いで

どのように受け継

いでいるか」につい

てまとめる。 

   ○ 知識・理解 
【ノート】 

村には、昔から伝

えられた祭などの

行事があり、地域の

人々の願いが受け

継がれていること

を理解している。 

８  山田大王神

社について調

べる。 
・神社の歴史 
・建物の特徴 
・管理する人

等 
 

 資料やパンフレ

ットを活用し、山田

大王神社の歴史や

建物の特徴につい

て調べる。 

   ○ 知識・理解 
【ノート】 

山田大王神社に

ついて調べたこと

をシートにまとめ

ることができる。 



９  山田大王神

社について調

べたことを発

表する。 
・神社の歴史 
・建物の特徴、

願い 

 山田大王神社に

ついて調べたり、聴

き取ったりしたこ

とをもとに、神社の

歴史や建物の特徴、

人々の願いを考え

させる。 

 ○   思考・判断・表現 
【発言・観察・ノー

ト】 
神社について調

べたことや資料を

もとに、神社の歴史

や建物の特徴、人々

の願いを考えるこ

とができる。 
10  村に残る古

い建物や伝統

行事をどう受

け継いだらよ

いか考える。 
 
 

 村に残る古い建

物をどう受け継い

だらよいのかを、前

時までの学習をも

とに話し合わせる。 

○    関心・意欲・態度 
【発言・ノート】 

これまで調べた

ことをもとに村に

残る古い建物をど

う受け継いだらよ

いのか考えること

ができる。 
11  村の残る古

い建物や伝統

行事のパンフ

レットや絵地

図を作る。 

 

 

 東浦臼太鼓踊り

については、わかっ

たことをパンフレ

ットにまとめさせ

る。 

  ○  技能 

【絵地図・パンフレ

ット】 

 村の残る古い建

物や伝統行事のパ

ンフレットや絵地

図を作ることがで

きる。 

 

６ 本時の展開 

（１）目標  東浦臼太鼓踊りに込められた地域の人々の思いや願いについて、

資料をもとに予想することができる。 

（２）展開 

過

程 
学習活動、主な発問（Ｔ） 

予想される児童の反応（Ｃ） 
指導上の留意点・評価 

備考 

ICT 活用 

導

入 
５ 
分 

１ 前時の学習をふり返り、

本時のめあてをつかむ。 

(T)前時に東浦臼太鼓踊りに

ついて調べましたが、４０

０年という年月の長さを

確認しましょう。 

・前時の学習事項をあらかじめ

黒板に掲示しておき、本時の

学習に生かせるようにしてお

く。 

・巻物型年表を使い、約４００

年前から伝わっていることの

巻物型年

表 



(C)そんなに長く受け継がれ

てきたのか。 

２ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

すごさを視覚的にとらえさせ

たい。 

・４００年以上続いた伝統芸能

であり、人から人へ受けつぐ

には相当に長い期間であるこ

とに気づかせる。 

 

 

展

開 
 

37 

分 

２ 伝統文化継承の難しさ

について知る。 

(T)臼太鼓踊り等の伝統芸能

は、他の地区にもありまし

たが、次々になくなってい

きました。 

(C)なぜだろう？ 

(T)東浦臼太鼓踊りも実は、

２０年前に一度途絶えま

した。 

３ 伝統文化の継承の努力

や苦労について考える。 

 

 

 

 

 

(T)踊りを受けつぐ人の思いや

願いを予想してみよう 

(1) 個人・グループで予想す

る。 

(2) 全体で伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他の地区にも臼太鼓踊り等の

伝統芸能があったものの、

次々と伝承が途絶えていった

ことを、電子黒板を使い視覚

的に提示する。 

・伝統芸能が途絶えた理由の予

想を考えさせる。 

・より身近に考えることができ

るよう、衣装、太鼓を展示し

ておく。 

能動型学習（ポイント） 

これまでの学習や資料から自

分の考えをもち、グループ・一

斉と協働で考えながら、考えを

広げ・深めていくようにする。 

 

 

 

 

 

 

Ａ基準Ｂ基準に加え、根拠を示

しながら自分の予想を書いて

いる。 

 

〈Ｂ基準に達していない児童への手立て〉 

提示した画像の中で予想でき

そうな画像を選ばせ、その理由

を吹き出しにして書くよう助言

する。 

 

電子黒板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレッ

トＰＣ 

電子黒板 

【言語活動】（話し合い活

動） 

願いが実現するまでの

村の人々の思いや願いを

予想し，伝え合う活動を通

して，自分の予想を広げ・

深めていく。 
  

20 年前に一度途絶えてし

まった東浦臼太鼓踊りが

４年前に復活できたのは，

なぜだろう？ 

東浦臼太鼓踊りを受けつぐ人たちの思いや願いを予想しよう。 

◆興味・関心（ノート） 

Ｂ基準 踊りを受けつぐ人の

思いや願いを前時までの学習

や，資料をもとに予想すること

ができる。 



５ 自分の予想をまとめる。 

(C)地区だけでなく山江村の

宝と思っていると思う。 

(C)私たちや未来に伝統を残

していきたいと努力され

ているのではないか。 

徹底指導（ポイント） 

 予想が「思いつき」になるこ

とがないように、資料からわか

ること、資料から予想すること

を書くようにする。 

終

末 
３ 
分 

６ 次時の見通しをもつ。 

 

○東浦臼太鼓踊りの保存会の方

をゲストティーチャーとして

招くことを知らせ、学習意欲

を高める。 

○本時の学習をふり返り、自己

評価する。 

 

 


